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新議会の構成が決まる新議会の構成が決まる
　議会議員の任期満了に伴う市議会議員選挙が昨年10月21日に行われ、新しい議員18名が選ばれました。
　選挙後初の議会（臨時会）を11月12日と翌13日の２日間で開催し議会役員の構成を行いました。
　この臨時会では、議長に南良徳議員、副議長に河部優議員、議会選出監査委員に森裕文議員が選出され、また、常任委員会、特別委員会等の委員の
選出も行われました。

3段目(左から)田畑、谷、梶本、森、中尾、古谷
2段目(左から)和気、大森、木下、竹田、澁谷、岡田
1段目(左から)松本、小山、河部、向井市長、南、堀口、成田
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1段目(左から)松本、小山、河部、向井市長、南、堀口、成田

南　  良  徳議長 河  部  　優副議長 森　  裕  文監査委員

古谷　公俊　　谷　　展和　　澁谷　昌子　　河部　　優
成田　政彦　　松本　雪美　　南　　良徳

森　　裕文

小山　広明　　岡田　好子　　大森　和夫　　和気　信子
梶本　茂躾　　竹田　光良　　堀口　武視

古谷　公俊　　澁谷　昌子　　梶本　茂躾　　成田　政彦
松本　雪美　　堀口　武視
小山　広明　　岡田　好子　　和気　信子　　木下　豊和
中尾　広城　　森　　裕文
田畑　　仁　　和気　信子　　木下　豊和　　竹田　光良
成田　政彦　　堀口　武視
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無所属（泉南フォレスト）

　旧年中は、市民の皆様には、市会選におきまして過去最高得票をいただきました新生公明党として衷心より感謝、
御礼申し上げます。又、国政におきまして3年数カ月前に党声明で「捲土重来」を誓った公明党にとっては市民、国
民の皆様より大変、大きな御期待をしていただいた大勝利であると確信しているところでございます。「政治離れ」
が口にされる昨今、今こそ立党精神である「大衆と共に…」を胸に深く刻み、どこまでも「１人の人を大切に」を原
点に市民生活の向上、国民生活の安定を基軸に突き進む4年間の１年目として、しっかり日々精進し頑張って参りま
すので、市民の皆様におかれましては、御指導、御鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

日本共産党

心政クラブ

◎堀口　武視 ○南　　良徳

巳年に抱負　  を語る巳年に抱負　  を語る巳年に抱負　  を語る

～各会派の抱負と会派構成～～各会派の抱負と会派構成～
◎は幹事長、○は副幹事長（無所属含む）◎は幹事長、○は副幹事長（無所属含む）

森　　裕文

　泉南市土地開発公社を解散し
て、財政健全化の第一歩を踏み
出す。泉南阪南共立火葬場建設
は、徹底した情報開示で市民へ
の説明責任を果たして、市民の
理解を得て進める。資産債務改
革に着手できる環境づくりをめ
ざす。

　恭賀新年　去年は4度の挑戦で
初当選させて頂き改めて皆様に
御礼申し上げます。自民党が与
党となり経済を取り戻す！重要
な年です。泉南に活気を呼び今
年は巳になった！と喜んで頂け
るよう初心精進して市政に取り
組んでまいります。

古谷　公俊

無所属（自由民主党）

田畑　　仁

無所属（立志会）

事を敬して信なり

　昨年は新しい泉南市議会議員
18名が決まりました。私は新人
議員ではありますが、言いたい
ことはどんどん物申し、様々な
課題に新しい発想で新しい挑戦
をし、常に市民目線で物事を考
え市政に取り組んでまいります。

　新年の抱負＝死刑制度廃止・脱
原発・憲法9条遵守・課題の不燃物
置き場・水道水の100％自前化・
合併浄化槽等取り入れ水洗化の促
進。ごみ置き場は市の責任で、定
年退職者活用・麻の復活・津波事前
対策・空港島の適正（市街化）課
税・既存公共物（火葬場）の整備。

　議会基本条例調査特別委員長
として、議会基本条例の早期制
度化に向けて頑張ります。そし
て、議会ルールの遵守と議員個
人のモラルの向上を目的とし
て、市民の皆さまに納得してい
ただける議会の最高規範にした
いと存じます。

谷　　展和 小山　広明 梶本　茂躾

◎中尾　広城 ○竹田　光良 岡田　好子澁谷　昌子

公　明　党

◎大森　和夫 ○松本　雪美 成田　政彦 和気　信子

　市民の皆さんご支援ありがとうございました。4人の力で公約実現にがんばります。市民の皆さんのいのちとくらし・
営業を守るために①すべての公共料金の値上げに反対します。②子ども医療費の通院・入院医療費を中学校卒業まで、
無料化にがんばります。③泉南・西信達中学校など老朽化した小・中学校の建替、大規模改修のためにがんばります。
④介護保険料値下げを初め高齢者対策にとりくみます。⑤市道や排水路のバリアフリー化、外灯のＬＥＤ化など改修整
備にとりくみます。⑥和泉砂川・新家・樽井・岡田浦駅のバリアフリー化にとりくみます。⑦66億円の借金を抱える土
地開発公社の破綻問題は、市の責任を明らかにし、精算については市民に負担を押しつけさせない立場でがんばります。

ご　べん   たつ

けん   ど  じよう らい

　議員改選後、新しい年を迎えるにあたり、市民の声が届く市政
を目指します。一層のムダを省き、地域経済の活性化による歳入
増を中心に、財政改革を進め、優先順位を見極めたインフラの整
備、教育施設の改修、福祉施策の充実等、多くの課題に経験と人
脈を生かし、「行動する議会」で希望のあるやさしい街づくりに
頑張ります。

拓進クラブ

　河部・木下の2名となりましたが、会派名のとおり課題を切り拓
いて進んでいくことに揺るぎはありません。今年の干支「巳」
は、本来「包」であり、人を優しく包みこむ意味です。また、次
への命が芽生える時期でもあることから、巳年に応える市政を目
指します。そのためにも副議長と厚生文教委員長の重責を全うす
る決意です。

○河部　　優◎木下　豊和

無所属（新風会） 無所属（緑の党） 無所属（泉南刷新の会）

各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。
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■
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
に

つ
い
て

　
　
　

（
主
な
内
容
）

　降
雨
に
よ
る
浸
水
で
農
業
用
水
路
が

溢
れ
出
し
、
市
民
の
方
が
所
有
す
る
事

業
用
資
機
材
に
損
害
を
与
え
た
た
め
、

損
害
を
賠
償
し
、
和
解
を
す
る
も
の
。

　
▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　本
市
に
瑕
疵
が
あ
る
理
由
は
？

　　
　水
路
が
閉
塞
状
態
に
あ
り
、
水

が
滞
留
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
点

で
、
本
来
水
路
の
持
つ
安
全
性
を
欠

い
て
い
た
状
態
に
あ
っ
た
為
で
あ
る
。

　
※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　平
成
24
年
第
4
回
定
例
会
（
12
月
議
会
）
は
、
12
月
5
日
か
ら
19
日
ま
で

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
の
中
か
ら
、
主
な
質
疑
、
討
論
を
要
約
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

答 問 議
案
第
2
号
原
案
可
決

議
案
第
5
号
原
案
可
決

議
案
第
3
号
原
案
可
決

議
案
第
4
号
原
案
可
決

■
泉
州
南
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
係

る
協
議
に
つ
い
て

　
　
　

（
主
な
内
容
）

　泉
州
南
消
防
組
合
規
約
の
附
則
に
つ

答 問

答 問

■
泉
南
市
・
泉
佐
野
市
関
西
国
際
空
港

本
島
の
消
防
事
務
に
関
す
る
事
務
の
委

託
の
廃
止
に
つ
い
て

　
　
　

（
主
な
内
容
）

　泉
佐
野
市
、
泉
南
市
、
阪
南
市
、
熊

取
町
、
田
尻
町
及
び
岬
町
に
よ
る
泉
州

南
消
防
組
合
が
平
成
25
年
４
月
１
日
か

ら
関
西
国
際
空
港
本
島
の
消
防
事
務
を

開
始
す
る
こ
と
に
伴
い
、
現
在
泉
佐
野

議
案
第
6
号
原
案
可
決

■
泉
佐
野
市
、
泉
南
市
、
阪
南
市
、
熊

取
町
、
田
尻
町
及
び
岬
町
に
お
け
る
広

域
福
祉
課
の
共
同
設
置
に
つ
い
て

　
　

（
主
な
内
容
）

　社
会
福
祉
法
人
等
の
指
導
、
監
査
等

に
つ
い
て
効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
る

必
要
か
ら
、
３
市
３
町
に
よ
る
広
域
福

祉
課
を
設
置
す
る
も
の
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

（
主
な
内
容
）

　泉
南
市
総
合
交
流
拠
点
施
設
の
指
定

管
理
者
と
し
て
、
株
式
会
社
輝
光
を
指

答 問

（4）

第
4
回
定
例
会定

す
る
も
の
。

　
▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　輝
光
と
出
品
者
及
び
委
託
業
者

の
契
約
内
容
は
？

　　
　農
産
物
に
つ
い
て
は
売
り
上
げ

の
15
％
、
加
工
品
に
つ
い
て
は
売
り

上
げ
の
20
％
、
飲
食
店
に
つ
い
て
は

輝
光
と
の
委
託
と
い
う
形
で
売
り
上

げ
の
5
％
相
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ
輝
光

に
支
払
っ
て
い
る
。

　
賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　公
募
で
行
う
の
が
基
本
だ
が
オ
ー
ル

泉
南
と
言
わ
れ
る
市
民
に
よ
る
市
民
の

要
望
を
実
現
し
て
い
る
。
安
定
し
て
運

営
が
で
き
る
よ
う
な
配
慮
を
議
会
主
導

で
や
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

い
て
一
部
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
泉
佐
野
市
、
阪
南
市
、
熊
取
町
、

田
尻
町
、
岬
町
と
協
議
す
る
も
の
。

　
▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　　
　本
議
案
は
第
３
回
定
例
会
に
お

い
て
可
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

再
度
上
程
さ
れ
る
理
由
は
？

　　
　第
３
回
定
例
会
で
は
３
月
31
日

業
務
開
始
の
可
決
で
あ
る
が
、
そ
の

後
総
務
省
の
補
助
基
準
が
5
年
間
延

長
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
4
月
１
日

か
ら
の
業
務
開
始
が
可
能
と
な
っ
た

た
め
、
再
度
上
程
と
な
っ
た
。

　
反
対
討
論
（
本
会
議
）

　本
条
例
案
は
消
防
広
域
化
の
実
施
年

度
を
1
年
遅
ら
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
広
域
化
を
拙
速
に
進
め
て
き
た
矛

盾
の
表
れ
で
あ
る
。
大
災
害
に
備
え
、

消
防
力
の
強
化
を
求
め
反
対
す
る
。

市
に
委
託
し
て
い
る
関
西
国
際
空
港
本

島
の
消
防
事
務
の
事
務
委
託
を
廃
止
す

る
も
の
。

　
▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　　
　当
面
本
市
の
負
担
割
合
は
変
わ

ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
順
次

減
額
さ
れ
る
の
か
？

　　
　今
後
エ
リ
ア
を
管
轄
す
る
指
令

台
の
統
合
整
備
、
分
署
の
建
設
等
、

広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト
が
各
市
町
共
有

で
き
る
段
階
で
負
担
割
合
の
見
直
し

を
す
る
。

　
反
対
討
論
（
本
会
議
）

　泉
南
市
と
泉
佐
野
市
の
財
政
負
担

で
運
営
し
て
き
た
関
空
消
防
を
泉
州

南
消
防
組
合
に
引
き
継
ぐ
が
、
関
空

消
防
分
の
市
の
財
政
負
担
は
軽
減
さ

れ
な
い
。
拙
速
な
消
防
組
合
の
結
成

に
反
対
。

か      

し
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▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　事
務
の
移
譲
に
よ
る
、
効
率
面

の
考
え
は
？

　　
　府
か
ら
市
へ
移
る
こ
と
に
よ
り
各

福
祉
事
業
所
へ
の
指
導
監
督
を
き
め
細

や
か
に
で
き
、
そ
れ
が
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　（
福
祉
施
策
が
）
一
人
一
人
が
違
う

中
で
一
律
的
移
行
は
荒
っ
ぽ
い
。
市
で

や
れ
る
業
務
と
、
広
域
の
仕
分
け
を
し

議
会
に
も
情
報
を
出
し
議
会
主
導
で
す

べ
き
で
あ
る
。

答 問

議
案
第
11
号
原
案
可
決

議
案
第
7
号
原
案
可
決

議
案
第
8
号
原
案
可
決

■
泉
南
市
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

（
主
な
内
容
）

　東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し

地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た

め
の
施
策
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係

る
地
方
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律

が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
市
関

係
条
例
に
お
い
て
も
こ
れ
に
合
わ
せ
て

所
要
の
措
置
を
講
じ
る
も
の
。

　
▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　　
　東
日
本
大
震
災
の
復
興
並
び
に

緊
急
防
災
、
減
災
は
本
来
国
が
す
べ

き
で
は
？

　　
　国
に
お
い
て
は
、
岩
手
、
宮
城
、

福
島
県
等
に
復
興
財
源
が
集
中
し
て

お
り
、
そ
れ
以
外
の
全
国
の
自
治
体

は
緊
急
防
災
、
減
災
等
に
お
い
て
自

主
的
に
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
、

今
回
の
措
置
と
な
っ
た
。

答 問

答 問 ■
平
成
24
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
6
号
）

　
　
　

（
主
な
内
容
）

　地
域
包
括
ケ
ア
推
進
事
業
に
係
る
予

算
や
消
防
車
輌
整
備
事
業
に
係
る
予
算

な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
▼
平
成
24
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

質
疑　　

　高
規
格
救
急
車
購
入
費
9
0
3

万
７
0
0
0
円
の
減
額
補
正
に
つ
い

て
の
内
容
は
？

　　
　ま
ず
、
ポ
ン
プ
自
動
車
に
つ
い

て
は
、
シ
ャ
ー
シ
、
艤
装
、
資
機
材

の
３
部
門
に
分
け
、
高
規
格
救
急
車

議
員
提
出
議
案
第
14
号
原
案
否
決

議
員
提
出
議
案
第
15
号
原
案
可
決

■
米
軍
垂
直
着
陸
輸
送
機
M
V
2
2
オ

ス
プ
レ
イ
の
普
天
間
飛
行
場
配
備
に
関

す
る
意
見
書
に
つ
い
て

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　憲
法
を
生
か
せ
な
か
っ
た
事
が
オ
ス

プ
レ
イ
問
題
。
し
か
し
政
治
が
強
行
し

て
も
、
国
民
が
行
動
し
人
々
を
守
る
社

会
づ
く
り
に
憲
法
に
真
向
い
、
判
断
を

願
う
。

■
「
泉
南
市
男
女
平
等
参
画
都
市
宣

言
」
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　地
に
つ
い
た
こ
と
を
や
っ
た
上
で
出

さ
な
い
と
女
性
を
利
用
し
た
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
。
１
年
、
２
年
以
内

に
答
え
を
出
す
責
任
が
賛
成
者
に
は
求

め
ら
れ
よ
う
。

■
泉
南
市
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
及
び

報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

（
主
な
内
容
）

　規
則
ま
た
は
要
綱
に
よ
り
設
置
し
て

い
る
会
議
体
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法

に
よ
る
執
行
機
関
の
附
属
機
関
と
し
て

設
置
根
拠
の
条
例
化
と
委
員
報
酬
の
額

に
つ
い
て
条
例
で
規
定
す
る
も
の
。

　
▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　廃
止
さ
れ
た
会
議
体
及
び
新
設

さ
れ
た
会
議
体
は
？

　

答

問

　
　今
回
、
廃
止
す
る
も
の
は
な
く
、

新
た
に
記
載
す
る
の
は
仮
称
泉
南
阪

南
共
立
火
葬
場
建
設
事
業
審
査
委
員

会
の
１
件
の
み
で
あ
る
。

　
※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　２
０
１
３
年
度
か
ら
均
等
割
り
以
上

の
納
税
す
る
市
民
２
万
４
０
０
０
人
に

市
・
府
民
税
各
5
0
0
円
ず
つ
年
間
１

２
０
０
万
円
を
10
年
間
増
税
し
、
防

災
・
減
災
費
に
使
え
と
い
う
国
の
無
責

任
な
防
災
対
策
に
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　吸
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
高

額
な
税
を
取
る
。
健
康
面
か
ら
も
問

題
。
議
員
の
意
見
を
調
整
し
て
議
会
と

し
て
の
一
つ
の
意
思
を
示
す
べ
き
。

に
つ
い
て
は
、
車
両
と
高
度
救
急
資

機
材
の
２
部
門
に
分
け
、
専
門
分
野

に
分
け
て
入
札
を
行
っ
た
結
果
、
落

札
減
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。



　一般質問とは、教育、福祉、財政など市政全般に対し、
質問し、確認することで、毎定例会において、各議員１人
あたり１時間の質問をすることができます。
　12月定例会では、14名の議員が市政全般にわたる課題
や問題点について、市当局に対し、考えをただしました。
　各議員の主な質問項目は次のとおりです。

　各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。
　掲載順位は質問順です。

本会議のようすはインターネット中継で 泉南市議会中継

１４人が市政を問う

12月議会

一 般 質 問
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1．議員報酬と特別職の職員の給与について　市民が求めている
信頼される政治・市政を目指していく為、議員報酬の2割削減を
目標とする中、市長や副市長他の方々も一体となり自らの報酬削
減に協力して頂けるかどうか
2．市民・夜間救急病院について　重病の夜間治療や対応出来る
病院を作る計画はないのか
3．注目される街づくり・メガソーラー施設について　歩行困難
なマーブルビーチに太陽光発電所を作ってみては
4．出生・新婚補助制度について　若い方々にもっと移住して頂
く為に魅力ある改善は
5．役所施設・サービス向上について

①文科省では築25年で大規模改修、築40年で建替すべきと
決めているが、泉南市ではすべての小中学校で大規模改修
もしくは建替すべき基準にある。泉南中学校、西信中学
校、西信小学校の建替、一丘小学校などのトイレの改修は
今すぐすべきである。又、小中学校すべてにエアコンの設
置を②老朽化した市道のバリアフリー化、舗装、整備、外
灯の増設。樽井、岡田の低湿帯の浸水対策を③買った時の
1/5の価値しかない不良債権化した土地開発公社の借金66
億円の（利息含むと86億円）返済は市民生活を犠牲にする
ので反対。

(一)泉南市自治基本条例について①地域コミュニティ（区制
度を中心に）とテーマコミュニティ（老人会、子供会、読
書会等）のあり方と市の支援策そして市会議員の役割につ
いて②都市内分権について―市は中学校区を考えている③
市長及び職員の倫理規定について（一）行政評価の現状に
ついて①行政評価の実施について反対、批判等の問題点は
あったかどうか（一）新家駅周辺交通渋滞緩和策について
①現時点での渋滞緩和策のための委員会及び協議会等の設
置について②過去の調査検討とその時の問題点③重大事故
の可能性と責任

Ｑ．対話、和解の理念と掲げた。積極的に情報を出し議会
の機能を発揮させよ。市長＝提供が不十分の指摘もあっ
た。真摯に反省し今後とも出来るだけ、心して提供に努め
る。Ｑ．出来るだけが気になる。2つの案を。市長＝素案を
出し、取り入れるものは入れベストを出している。複数案
は無理である。Ｑ．これが一番良いは偉そうである。検討
ぐらいの答弁があってもよい。住居表示再開の時期は。土
井部長＝当然やったほうがいい。要望はほとんどない。
Ｑ．ないのは行政不信。市長＝基金の繰り替えの返済が済
めば再開する。

①健康保険について―滞納者の現状。他市と比 べてどうか。

　また、これからの課題は何か。

②教育問題について―いじめの実態、アンケートの取り方とこ

　れからの工夫点、現在の活動や支援策。泉南市の人権擁護委

　員の方々の活動内容、相談件数、活用アピール。

③子育て支援について―妊婦健診は来年も継続してくださるの

　か。1回の単価は。歯科検診の状況。カリオスタットは、なぜ

　止めたのか。デンタルネグレクトはないか。子ども医療助成

　の拡大、小6まですると経費は。入院費からでもお願い。

　私の今定例会における一般質問は、1．泉南市内4駅のバ
リアフリー化等について　2．教育問題について　3．生活
保護についての大綱3点にわたって質問を行いました。
　1点目では、主にJRに対する要望の確認。中でも、新家
駅のバリアフリー化は泉南市JR共に新年度予算を措置する
ことの確認と、駅前渋滞解消に砂樫線延長を訴えました。
　2点目では、学校施設の老朽化問題や中学校給食。そして
学力向上について質疑を行い、3点目では、生活保護行政適
正化推進委員会の進捗について質しました。

成田　政彦
なり  た　　　まさひこ

日本共産党 古谷　公俊
ふる  や         まさ とし

無所属（自由民主党）

梶本　茂躾
かじもと　　  しげ  み

無所属（泉南刷新の会）小山　広明
こ  やま        ひろあき

無所属（緑の党）

竹田　光良
たけ   だ         みつよし

公明党 岡田　好子　
おか  だ         よし  こ

公明党

一般質問事項一般質問事項

一般質問事項一般質問事項

一般質問事項一般質問事項



【教育】①通学不便地帯のコミバスを、通学時間帯に合わ
せたダイヤ改正と、交通費の全額補助を！②自転車通学も
含めた通学路の市独自の安全点検と整備の早期実施を！
③学校施設の改修と、教職員の厳しい人事評価を！【医療】
地域医療、小児救急、夜間休日診療を新しい発想で充実を！
【高齢者対策】計画中の小規模特別養護老人ホームの早期
実現を！
【火葬場】新火葬場の建設について、事業の透明性と、安
価な葬祭場、市民霊園の併設を！【環境】国や府の補助事
業を活用して、里山と緑の保全を！

①泉南市子ども権利条例制定後の充実を②保育所の待機児

解消と子ども医療助成の中学校卒業まで拡充を③国保の高

額医療、限度額制度の市民周知を④特養などの待機者対策

を⑤TPP参加の影響と農業者が元気になる政策を⑥市営宮

本住宅の建て替えの進捗と入居者への配慮を⑦JR和泉砂川

駅東口にトイレの設置を⑧「泉南市くらしやすいまちづくり

に関するアンケート調査」は同和問題の調査であり「市民に

誤解と偏見を招くような調査は行わないこと」を求める。

●樽井小学校・西信達小学校のトイレ改修、実現。
　引き続き老朽校舎の建て替え・大規模改修を求める。
●住宅用太陽光発電設置に補助を来年度実現に期待。　　
　市長「近いうちに実施」と答弁。
●新家駅の海側に改札口とエレベーター2基の設置を。
　市からJR西日本へ同様の要望を行うように求める。
●石綿被害者の早期解決と救済を。建設石綿訴訟、国の責
　任を一部認める…東京地裁判決（12・5）を受けて
●防災放送の増設を。聞き取りにくいと苦情が多い。

１．各種検診について①子宮頚がん検診の現状②3ワクチン
の実施の現状③乳がん検診の現状と受給率アップについて
質した。2．防災対策について①高齢者・障害者・乳幼児な
ど“災害弱者”対策。②防災力向上のための取り組みにつ
いて、公助・共助。自助の観点から③南部防災拠点につい
て質した。3．高齢者対策について①一人暮らしの高齢者見
守り支援（なかでも孤独死について）②認知症の高齢者に
対する取り組みについて③高齢者紙おむつ支援事業につい
て質しました。

明治23年から数えて46回目の総選挙が衆愚政治とならない
ことを願い①雇用と労働について公・労・使の対応状況
は？②廃棄物処理の現状？③サンゴ池林昌寺線④火葬場の
進捗状況？4点を質した。理事者の答は、①は、今後に期待
せざるをえない②は、府がワーストワンであるが、当市は
やや下位である③は、宗教法人アドプトで工費が軽減され
ている④は、阪南市との本格的協議に入る。というもので
あったが、①②は連合との通年協議を、③は踏切の課題へ
の適切な対応と工事管理を④は十分な協議を要請。
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財政規律について。財政運営の透明性、説明責任、情報開

示について。事業別会計、財務諸表のさらなる促進などに

ついて。公会計制度について。単式簿記、現金主義会計の

限界について。複式簿記、発生主義会計の導入について。

複式簿記の目的について。財務諸表のあるべき姿につい

て。行革につなげる公会計改革について。土地開発公社解

散シナリオについて。自治基本条例をタナざらしにさせな

い有効運用について。

①和泉砂川駅前再開発が破綻後、放置された駅前は交通混
雑で危険。早急に駅前広場づくりを強く要望。②廃止する
という「泉南ふれあいの里まきの」を市の責任で存続し、
通所する高齢者を守れと強く要望。③農作物を荒らすイノ
シシ捕獲のために熊取町で実施されている電流柵設置に市
の助成制度つくれと要求。④商工振興条例制定後、早急に
産・官・行・学・民の円卓会議で内陸部の活性化の議論をし、
対策を講じること。また全商業者の実態調査の実施を要
求。⑤新火葬場建設費7億5千万円は新たな借金をつくる。
市は周辺住民への説明会を開くなど責任をはたすこと。

1．まちづくりについて　①リース方式による公共施設への
ＬＥＤ照明の導入について　②コンビニにおける証明書等
への交付について　2．教育問題について　①砂川小プール
事故問題の進捗について　②幼稚園、鳴一小の跡地問題に
ついて　③通学路の安全対策、その後について　3．障害者
施策について　①第2次泉南市障害者計画及び第2次泉南市
障害福祉計画の総括と各第3次への展開について　②学校教
育における福祉教育の推進の概要について　③公共・公益
施設等のバリアフリー化の推進の概要について

一般質問事項

堀口　武視
ほり ぐち　　 たけ  し

心政クラブ

和気　信子
わ　け　　　のぶ  こ

日本共産党

澁谷　昌子
しぶ  や まさ  こ

公明党

木下　豊和
きのした        とよかず

拓進クラブ

一般質問事項

森　  裕 文
もり　　　　ひろ　ふみ

無所属（泉南フォレスト）

一般質問事項

一般質問事項

一般質問事項

大森　和夫
おおもり　　  かず  お

日本共産党

松本　雪美 日本共産党
まつもと　　 せつ  み

中尾　広城
なか  お　　   ひろ  き

公明党

一般質問事項

一般質問事項

一般質問事項
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け
ま
し
て
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で
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う
ご
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い
ま
す
。
各
党
、
各
派
、
全

議
員
が
、
開
か
れ
た
議
会
、
理

解
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
、
努

力
致
し
ま
す
。
市
民
の
皆
様
方

の
貴
重
な
ご
意
見
、
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

委
員
長
／
田
畑

　仁

副
委
員
長
／
澁
谷
昌
子

委

　
　員
／
木
下
豊
和

　
　
　
　
　松
本
雪
美

　
　
　
　
　堀
口
武
視

古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、
木下、中尾、竹田、森、堀口

小山、大森、和気、成田、松本

古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、
木下、中尾、竹田、森、堀口

小山、大森、和気、成田、松本

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

泉南市公平委員会委員の選任について（山野　良太郎　氏）

泉南市手数料条例の一部を改正する条例の制定について

泉南市危険物規制事務手数料条例の一部を改正する条例の制定について

平成24年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第6号）

平成23年度大阪府泉南市一般会計歳入歳出決算認定について　ほか17件

損害賠償の額の決定及び和解について

指定管理者の指定について

泉州南消防組合規約の変更に係る協議について

泉南市・泉佐野市関西国際空港本島の消防事務に関する事務の委託
の廃止について

泉佐野市、泉南市、阪南市、熊取町、田尻町及び岬町における広域
福祉課の共同設置について

米軍垂直着陸輸送機MV22オスプレイの普天間飛行場配備に関する
意見書について

「泉南市男女平等参画都市宣言」に関する決議について

泉南市附属機関に関する条例及び報酬及び費用弁償条例の一部を改
正する条例の制定について

泉南市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について

閉会中の継続調査について

原 案 同 意

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

閉会中の継続審査

原 案 否 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

継 続 調 査

賛成

反対

賛成

反対

12

5

12

5

古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、大森、和気、梶本、
河部、木下、中尾、竹田、成田、松本、森、堀口

小山

賛成

反対

16

1

古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、
木下、中尾、竹田、森、堀口

小山、大森、和気、成田、松本

賛成

反対

12

5

議案第1号

議案第4号

議案第3号

議案第2号

議案第5号

議案第6号

議案第7号

議案第8号

議案第9号

議案第10号

議案第11号

議案第12～29号

議員提出議案第14号

議員提出議案第15号

小山、大森、和気、成田、松本

古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、
木下、中尾、竹田、森、堀口

古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、大森、和気、梶本、
河部、木下、中尾、竹田、成田、松本、森、堀口

小山

賛成

反対

賛成

反対

5

12

16

1

件　　　　　　　　　　　　　　　名 賛　　　　　　　　　否 結　果議案番号

例月現金出納検査結果報告   

例月現金出納検査結果報告   

例月現金出納検査結果報告   

専決処分の承認を求めるについて（平成24年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第5号））   

泉州南消防組合議会の議員の選挙について（大森　和夫氏、河部　優氏、南　良徳氏）   

小山広明議員に対する懲罰の件   

   

報告済
報告済
報告済
原案承認
3名当選
陳謝の懲罰

泉南監報告第16号

泉南監報告第18号

泉南監報告第19号

報告第1号

選挙第4号

議会報告第2号

▼その他の議案賛否一覧

議
会
報
編
集
委
員
会

議会だよりに対するご意見・
ご感想をお寄せください。
〒590-0592（住所不要）
泉南市議会事務局
TEL 483-0008  FAX 484-2085
e-mail:gikai@city.sennan.lg.jp

お
待

ちしていま
す

お
待

ちしていま
す

ご意見
ご感想
ご意見
ご感想

議案賛否一覧議案賛否一覧議案賛否一覧

インターネットで議会の生中継・録画中継が見れますインターネットで議会の生中継・録画中継が見れます
　泉南市議会では、ユーストリーム（生中継）とユーチューブ（録画映像）による議
会中継の配信を行っています。スマートフォンやタブレット型パソコンからもアクセ
スが可能です。市民の皆さまのアクセスをお待ちしております。

（ホームページへのアクセス方法）　泉南市ウェブサイト→泉南市議会→議会インターネット中継


